
■基本情報■ 

＜担当事務＞ 

(1) 教職員の定数管理及び学級編制に関すること。 

(2) 生徒指導及び安全指導に関すること。 

(3) 小学校及び中学校への就学に関すること。 

(4) 児童、生徒及び園児の健康に関すること。 

(5) 学校園の教育課程に関すること。 

(6) 教職員の研修に関すること。    

 

 

平成２５年度は、「学習規律の定着」のもと、

「学びの連続性の確立」を重点項目とした第Ⅱ

期枚方市小中連携事業を推進します。 

また、市費負担教員等の配置により、小学校

での尐人数学級によるきめ細かな指導と中学校

での生徒指導体制の再編を図ります。 

このことにより、質の高い教育環境づくりを

推進し、教育委員会の基本目標である「笑顔あ

ふれる学校園」「学ぶ喜びのある学校園」「信頼

される学校園」をめざします。 

 

 

◆枚方市小中連携事業 

知・徳・体のバランスのとれた「生きる力」

を育むため、各中学校区の課題等を踏まえて設

定した教科・領域及び研究テーマに基づき、３

年間をかけて義務教育９年間を見据えたカリキ

ュラム（指導計画）の実践に取り組みます。 

 

◆枚方市生徒指導体制充実事業 

全中学校で、これまで以上にスクールカウン

セラー等との連携を図り、子どもたちの声を受

けとめ、いじめの未然防止や早期発見など、き

め細かな生徒指導を重点的に進めます。 

 

このことにより、生徒にとって安全・安心な 

教育環境づくりを推進し、生徒の豊かな人格形

成を行います。 

 

◆枚方市尐人数学級充実事業 

 平成 24 年度から開始した、小学校第 3 学年

までの枚方市独自の 35 人尐人数学級編制を継

続します。 

このことにより、保護者との連携を深めなが

ら、落ち着いた学習環境を確立し、個別指導や

繰り返し指導などのきめ細かな指導の充実を図

るとともに、支援学級在籍児童との交流や共同

学習の充実を図ります。 

 

◆枚方市英語教育推進事業 

 小中学校間の連携のもと、英語によるコミュ

ニケーション能力を育成するため、全中学校に

各校１名の外国人英語教育指導助手（ＮＥＴ）

を、全小学校に英語が堪能な日本人の英語教育

指導助手（ＪＴＥ）を配置し、小中学校におけ

る英語教育を推進します。 

 

◆教職員の資質・能力の向上 

教職員の資質・能力の向上を図るため、経験・

職能に応じた研修や教科等の専門性を高める専

門研修を実施します。 

また、いじめや体罰などの教育課題の解決に

向けた研修を充実します。 

教職員課 

教育相談課 

学務課 

教育推進室教育指導課 

教育推進室教育研修課 

 

＜平成 25年度＞ 

学校教育部の運営方針 

＜部の職員数＞H25 年４月 1 日現在 

正職員 78 名 

再任用職員 2 名 

任期付職員 68 名 

非常勤職員 76 名 

合計 224 名 

＜教育機関の職員を含む＞ 

※臨時職員を除く 

■ 基本方針 ■ 

Ⅰ  重点施策・事業 



 

＜行政改革実施プラン（前期）の改革課題＞ 
 

改革課題 取り組み内容・目標 

2．まちづくりの学

習機会の充実 

小学校第３・４学年の社会

見学について、関連機関・

施設と連携し、学習プログ

ラムを作成する。 

11．体験学習の充

実 

社会福祉施設の訪問・交流

活動などに取り組む。 

13．防災教育の充

実・防災キャンプ

の推進 

子どもたちが参画する防

災訓練「学校防災キャン

プ」を推進する。 

39．業務委託の拡

大 

交通専従員・交通指導員の

業務内容の整理、配置基準

の見直しを行い、業務委託

の拡大を進める。 

44．施設の使用料

の見直し 

④教育文化センタ

ー 

教育文化センターについ

て、平成 26 年度中の有料

化をめざす。 

 

＜事務事業総点検に係る対応＞ 
 

事務事業 取り組み内容・目標 

「いじめ専用ホッ

トライン」推進事

業 

引き続き電話相談を行い、

いじめ等の早期発見・早期

対応に努める。 

奨学金事業 

 

運用の改善について検討

を行う。 

学校版環境マネジ

メントシステム事

業 

平成 23 年度を測定基準

年とし、学校園において、

省エネルギー、光熱水費の

削減に取り組む。 

基礎学力向上プロ

ジェクト事業 

小中学校において、朝学

習、授業、放課後学習等に

おける自学自習力支援シ

ステムの有効活用を継続

する。 

「まなビング」サ

ポート事業 

大学生のサポーターと合

わせて地域人材の拡充に

取り組む。 

 

＜業務改善運動のテーマ・目標＞ 
 

テーマ 取り組み内容・目標 

満足度の高い窓

口・電話対応 

効果的な部内研修を実施

し、今後も丁寧な対応に努

める。 

 

 

◆子どもたちが生き生きと学校生活を送ること

ができるよう、いじめや非行などへの対応が

重要かつ緊急との判断から、全中学校で生徒

指導体制を再構築します。（4600 万円） 

◆英語で自分の考えや意見を伝えられる生徒を

育成するために、府が実施する「使える英語

プロジェクト事業」の補助金を活用し、｢読む｣

｢書く｣｢聞く｣｢話す｣をバランスよくはぐくむ

授業の実践と家庭学習の充実をめざして研究

を推進します。 

 

 

◆学校教育部の組織目標である質の高い教育環

境づくりの充実をめざすため、目標の共有化

を図り、部内の緊密な連携による効果的な組

織運営に努めます。 

◆平成 26 年度の中核市移行に向け、本市独自

の教職員研修計画を策定し、様々な課題に対

応するための教職員の資質・能力の向上を図

ります。 

◆学校と教育委員会の連携をさらに深め、多様

化・複雑化する教育の課題に対して、今後も

適切に対応していきます。 

 

◆ホームページ・情報発信の充実 

  学校園や教育委員会主催の特色ある取り組

みをホームページに掲載するなど、「教育文化

都市ひらかた」を広く情報発信します。 

また、各学校園が日常の教育活動などをホ

ームページなどに掲載するなど、保護者、市

民への情報発信に努めます。 

Ⅲ  予算編成・執行 

Ⅱ  行政改革・業務改善 

Ⅳ  組織運営・人材育成 

Ⅴ  広報・情報発信 




